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献血者の推移 

総献血者 

16 ～ 19 歳 
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成分献血者数 
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献血確保量及び採血種類別採血人数 

詳細データ①

全血製 剤
赤血球製 剤
血漿製 剤
血小板製 剤
アルブミン製 剤
免疫グロブリン製 剤
血液凝固因子製 剤

新生児の交換輸血、循環血液量以上の大量の出血
造血器疾患に由来する貧血、慢性出血等
肝障害、播種性血管内凝固（DIC）、血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）、溶血性尿毒症症候群（HUS）等
活動性出血、外科手術の術前状態、大量輸血時、播種性血管内凝固（DIC）、血液疾患等
出血性ショック、ネフローゼ症候群、難治性腹水を伴う肝硬変等
無または低グロブリン血症等
血液凝固因子欠乏症患者に対する凝固因子の補充

輸血用血液製剤

分　　類 種　　類 適　応　症

血漿分画製剤

［血液製剤］
　血液製剤とは人の血液からつくられた医薬品を総称して呼び、輸血用血液製剤、血漿分画製剤に大別される。このうち輸血用血液
製剤はそのすべてを献血により確保している。
　一方、血漿分画製剤のうち、血液凝固因子製剤については一部の特殊な製剤を除き国内自給を達成しているが、その他アルブミン 
製剤、抗HBs人免疫グロブリン製剤等については、いまだ多くを海外から輸入しており倫理性、安定供給の面からも問題を指摘され
ている。このため、これらの血漿分画製剤についても国内自給を図るための取組を行っている。

［献血の状況］
　平成20年に献血者数は増加したが、10代・20代の若年層の献血者数の減少傾向は引き続いている。また、従来より献血は200mLの
ほか、400mL献血及び成分献血が導入されているが、近年では、400mL献血及び成分献血が主流になってきている。

概　　要

血液事業

詳細データ②


